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【写真左】⽻⽣建設様による校庭
の補修⼯事が完了しました。⼦ど
もたちが安⼼・安全に学び、遊べ
る環境づくりに、多⼤なご協⼒を
いただきました。本当にありがと
うございました！
【写真右】75歳同窓会の皆様が教
室にいらっしゃいました。当時と
同じように机と椅⼦に座り、懐か
しい思い出に浸るひととき。学び
舎での再会は、尽きることのない
思い出話とともに、温かい時間を
紡いでおられました。

【写真左】宮之浦友愛クラブ＆楠
川寿⼤学のみなさまと⼀緒にグラ
ウンドゴルフ⼤会を開催！笑顔と
元気いっぱいのプレーで、地域の
絆を深める素敵なひとときとなり
ました（５年⽣）。
【写真右】読み聞かせグループ
『お話しいっぽ』が再び来校！楽
しいお話と演技!?に、⼦どもたち
の⽬がキラキラ輝いていました。
またのお越しを楽しみにしていま
す！（全学年で展開）

【写真左】『なかよし⾳楽会』を
前に、本校4年⽣が素晴らしい歌
声＆合奏を披露しました！離島開
発センターで⾏われた本番も素晴
らしかった！
【写真右】⽕災避難訓練の様⼦で
す。⽤務員室からの出⽕を想定
し、消防署の⽅々のご指導のも
と、全員が迅速かつ冷静に避難を
完了することができました。およ
そ２分で校舎外への避難ができた
ことは⼤きな成果です！

宮浦小学校創立１５０周年記念ソング Cloud

http://emiyaura.synapse-blog.jp/emiyaura/2024/11/post-e056.html
http://emiyaura.synapse-blog.jp/emiyaura/2024/10/post-bd10.html
http://emiyaura.synapse-blog.jp/emiyaura/2024/11/post-f939.html
http://emiyaura.synapse-blog.jp/emiyaura/2024/11/post-8848.html
http://emiyaura.synapse-blog.jp/emiyaura/
https://www.youtube.com/watch?v=x1UWpQ9iGrU
https://www.youtube.com/watch?v=x1UWpQ9iGrU
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【御報告】仲良しだった２⽻のう
さぎのうち1⽻が天国へ旅⽴ちまし
た。「今までお世話をたくさんして
くれてありがとう」残された1⽻
を、みんなで⼤切に⾒守ります。


